
 
 
 
 
（１） 令和４年度科学作品展について 
 令和４年度の科学作品展に関するスケジュールです。各校に必要書類を送付してありますので確認して進めて
いただきますようお願い致します。 

 令和４年度科学作品展 
担当者会 ６月１日（水）15:30～16:30  （済） 
作品展要項の
学校への送付 

６月１７日（金）までに郡センターより各校に科学作品展要項（郡＆県）・必要書類を送付（済） 

ポスターの 
配付 

7月１１日（月）までに科学作品展ポスターを町教育委員会ポストを通じて配付（センター担
当主幹）→各校で掲示 

夏季休業日の
取組への指導 

送付された要項をもとに夏休みの科学作品展の指導を行う 

夏季休業日中
の取組 

各校で児童・生徒が科学作品展の取組を行う（指導援助・見届け） 

各校の作品展 
の取りまとめ 

８月２９日（月）に学校別科学作品展出品名簿をメールでセンターに送付できるように準備し
ておく。 

作品展学校別
出品名簿の送
付 

８月２９日（月）までに「令和４年度揖斐郡科学作品展 学校別出品名簿」にて各校の出品点
数、出品者、テーマ等をメールで郡教育研修センター担当まで送付する。 
※事前の出品点数の報告は必要なし 
※8/29以前に送付できる場合は送付していただけるとありがたいです。 
※どうしても８月２９日に間に合わない場合は８月３０日中に送付してください。 
９月２日までに各校から送付されたデータをもとに科学・社会科の両方の出品者一覧と審査
表を作成するため期限厳守でお願いします。 

会場設営 ９月２日（金）１３：００～１３：１５ 
科学作品嘱託主任＋科学作品展役員（９名）＋センター主幹 

搬入 
 
 

９月２日（金）１３：１５～１４：００ 搬入 
各校科学作品展担当者または科学作品展役員 
※搬入の指示・対応は科学作品展役員が行う  ※受付用出品者名簿はセンター主幹が準備 
搬入場所  小学校研究の部：大会議室  小・工作、標本、中学校の部：第２会議室 
搬入に必要なもの 
 出品数は各校５点まで ※応募数が多い場合は２割まで 
・作品   
・出品票・著作権確認票（研究は県の様式で、工作・標本は郡センターより送付する様式で） 
・学校出品一覧表 

審査 
※各作品展の
嘱託主任が
担当して進
める 

９月２日（金）１４：００～１４：１５ 打合せ 
１４：１５～１６：１５ 
  科学作品展審査（グループ別）＋展示作業 
科学作品展担当校長（研究部・教科）＋科学作品展嘱託主任＋科学作品展担当役員 
※審査後、審査委員は講評、反省、次年度への改善点を記入する 

展示 ９月３日（土）、９月４日（日）大会議室、第２会議室 
作品展示 10:00～12:00  13:00～15:00  展示監督：科学作品展担当役員 ２～３名ずつ分担 
※嘱託主任は展示終了後確認 

賞状準備・県展
出品準備 

９月５日（月）郡科学作品展賞状準備・県中央展出品準備 
（センター主幹準備）  ※大野町民センター閉庁日 

搬出 ９月６日（火）１５：００～１５：４５ 
 搬出  各校科学作品展担当者 （大会議室、第２会議室） 
※科学作品展嘱託主任は１４：４５に来場し、搬出の見届けを行う 
⚫ 搬出時に各校担当者は郡科学作品展入賞者の賞状を持ち帰り、各校で表彰を行う。 
⚫ 県中央展出品者の作品は搬出しない。（西教事に搬入するためセンター主幹が持ち帰る） 

会場後片付け １５：４５～１６：１５ 科学作品展担当役員 
※科学作品展担当役員は１６：００頃来場し、自校の作品を搬出するとともに会場の後片づけ
を行う 

県中央展の 
出品 

小４点・中２点 ９月 7日（水）～９日（金）西濃教育事務所にセンター主幹が搬入 
 （揖斐郡は９月８日搬入予定） 

県中央展 
表彰式 

１０月３０日（日）予定 ※各校へ案内が行くので学校より児童・生徒、保護者に連絡 
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（２） 令和４年度科学作品展について 
 令和４年度の社会科課題追究作品展に関するスケジュールです。各校に必要書類を送付してありますので確認
して進めていただきますようお願い致します。 

 社会科課題追究作品展 
担当者会 ６月１日（水）15:30～16:30 
作品展要項の学
校への送付 

６月１７日（金）までに各校に郡センターより社会科課題追究作品展要項（郡＆県）・必
要書類を送付 

ポスターの 
配付 

7月１１日（月）までに社会科課題追究作品展ポスターを町教育委員会ポストを通じて配
付（センター担当主幹）→各校で掲示 

夏季休業日の取
組への指導 

送付された要項をもとに夏休みの社会科課題追究作品展の指導を行う 

夏季休業日中の
取組 

各校で児童・生徒が社会科課題追究作品展の取組を行う（指導援助・見届け） 

各校の作品展 
の取りまとめ 

８月２９日（月）に学校別社会科課題追究作品展出品名簿をメールでセンターに送付でき
るように準備しておく。 

作品展学校別出
品名簿の送付 

８月２９日（月）までに「令和４年度揖斐郡社会科課題追究作品展 学校別 出品名簿」
にて各校の出品点数、出品者、テーマ等をメールで郡教育研修センター担当まで送付する。 
※事前の出品点数の報告は必要なし 
※8/29以前に送付できる場合は送付していただけるとありがたいです。 
※どうしても 8/29に間に合わない場合 は 8/30中に送付してください。 
9/2までに各校から送付されたデータをもとに科学・社会科の両方の出品者一覧と審査表
を作成するため期限厳守でお願いします。 

会場設営 ９月２日（金）１３：００～１３：１５ 
社会科作品嘱託主任＋社会科作品展役員（８名）＋センター主幹 
※会場設営用掲示はセンター主幹が準備 

搬入 
 
 

９月２日（金）１３：１５～１４：００ 搬入 
各校社会科課題追究作品展担当者または社会科課題追究作品展役員 
※搬入の指示・対応は科学作品展役員が行う 
※受付用出品者名簿はセンター主幹が準備 
搬入場所  小学校研究の部：展示室     中学校の部：第３会議室 
搬入に必要なもの 
出品数は各校４点まで ※応募数が多い場合は２割まで 

・作品   
・出品票（県の様式で） 
※学校出品一覧表→県用のものに自校分を記入し、メールでセンターに送付（入賞者ある
学校の担当者）9/6（火）までに 

審査 
※各作品展の嘱
託主任が担当
して進める 

９月２日（金）１４：００～１４：１５ 打合せ 
１４：１５～１６：１５ 
社会科課題追究作品展審査（グループ別）＋展示作業 
社会科課題追究作品展担当校長（研究部・教科）＋図会科課題追究作品展嘱託主任＋社会
科課題追究作品展役員 
※審査後、審査委員は講評、反省、次年度への改善点を記入する 

展示 ９月３日（土）、９月４日（日）展示室、第３会議室 
作品展示 10:00～12:00  13:00～15:00  展示監督：社会科作品展担当役員 ２名ずつ分担 
※嘱託主任は展示終了後確認 

賞状準備・県展出
品準備 

９月５日（月）郡社会科課題追究作品展賞状準備・県中央展出品準備（センター主幹）    
※大野町民センター閉庁日 

搬出 ９月６日（火）１５：００～１５：４５ 
搬出  各校社会科課題追究作品展担当者（展示室、第３会議室） 
※社会科課題追究作品展嘱託主任は１４：４５に来場し、搬出の見届けを行う 
⚫ 搬出時に各校担当者は郡社会科課題追究作品展入賞者の賞状を持ち帰り、各校で表彰

を行う。 
⚫ 県中央展出品者の作品は搬出しない。（西教事に搬入するため、センター主幹が持ち帰る） 

会場後片付け １５：４５～１６：１５ 社会科課題追究作品展担当役員 
※社会科課題追究作品展担当役員は１６：００頃来場し、自校の作品を搬出するとともに
会場の後片づけを行う 

県中央展の出品 県中央展への応募作品を９月７日（水）～１３日（火）西濃教育事務所にセンター主幹が
搬入 揖斐郡は９月８日搬入予定 

県中央展表彰式 １０月３０日（日）予定 ※各校へ案内が行くので学校より児童・生徒、保護者に連絡 

 
 令和４年度の郡科学作品展と郡社会科課題追究作品展は日程的には同時併行という形で実施されます。郡の審査
会が近くなりましたら、再度確認をさせていただきますが、各校に送付してある要項に基づき、準備、必要書類の
提出をお願い致します。 



 

（３） 揖斐郡読書感想文コンクール 
 揖斐郡読書感想文コンクールは下記のように行います。 
 
①郡読書感想文コンクールのねらい 
⚫ 子どもや若者が本に親しむ機会をつくり、読書の楽しさ、すばらしさを体験さ

せ、読書の習慣化を図る。 
⚫ より深く読書し、読書の感動を文章に表現することをとおして、豊かな人間性や

考える力を育む。更に、自分の考えを正しい日本語で表現する力を養う。 
 
②課題読書 
 各校に送付したデータの中に令和４年度の課題図書一覧があるので、確認してください。 

 
③自由読書 
⚫ 自由に選んだ図書。フィクション、ノンフィクションを問わない。 
⚫ 教科書、副読本、読書会用テキスト類またはこれに準ずるもの、雑誌（別冊付録を含む）、パンフレット類、

日本語以外で書かれた図書および課題図書は対象としない。 
⚫ 課題図書であっても該当の部以外であれば、自由読書として応募することができる。 
⚫ 点訳・音訳を利用した読書の場合は、その理由および原本、音訳・点訳したものの情報を添えてご応募する。 
 
④応募資格および区分 

応募者の在籍する校種等によって、応募を次のように区分する。（小中学校） 
⚫ 小学校低学年の部（1、2年生）  課題読書 自由読書 
⚫ 小学校中学年の部（3、4年生）  課題読書 自由読書 
⚫ 小学校高学年の部（5、6年生）  課題読書 自由読書 
⚫ 中学校の部  課題読書 自由読書 

 
⑤用紙・字数 

原稿用紙を使用し、縦書きで自筆する。原稿用紙の大きさ、字詰めに規定はない。 
文字数は 

小学校低学年の部（1、2年生） 本文 800字以内 
小学校中学年の部（3、4年生） 本文 1,200字以内 
小学校高学年の部（5、6年生） 本文 1,200字以内 
中学校の部           本文 2,000字以内 

 
⚫ 句読点はそれぞれ 1字に数える。改行のための空白か所は字数として数える。 
⚫ 題名、学校名、氏名は字数に数えない。 

 
⑥応募作品について 
⚫ 応募は課題読書、自由読書それぞれに一人 1編ずつ応募できる。 
⚫ 応募は個人のオリジナルで未発表の作品に限ります。他の類似コンクールとの二重応募は認めない。 
⚫ 入賞・入選作品は理由を問わず返却しない。 
⚫ 児童生徒は必ず在籍校を通じて提出する。児童生徒の直接個人応募は受け付けない。 
⚫ 作品は自筆のものを提出する。（コピー不可。デジタル機器使用不可）。 
⚫ 応募票（コピー可。コンクール公式サイトからダウンロードできます）に必要事項を記入する。応募票を基に

審査が行われる。 
⚫ 応募票は、作品の一番上に貼付して、右肩をとじる。 
⚫ 応募作品・題名・対象図書名、および応募者氏名・学校名・学年は、公表することがある。 

※揖斐郡読書感想文コンクール特選の作品は読書感想文集に掲載され、揖斐郡教育研修セン  
ターホームページにアップされるので、作品応募の際に要項にその旨明記し、掲載前に特 
選入賞児童生徒には承諾書をとった上で掲載する。 

※ホームページにはパスワード付きの読書感想文ライブラーに掲載する。 
 
⑦応募締め切り 
⚫ 夏休み終了後行われる地区審査会に提出し、地区審査会を経て９月５日の審査会が行われるのでそれに間に

合うように、各校での応募〆切を設定してください。 
 
⑧令和４年度揖斐郡読書感想文審査会のでの入選作選出基準 
⚫ 出品作品の中から入選作品を選出する。 
⚫ 選出された入選作品より各区分ごとに３点の特選作品を選ぶ。（特選の中から県への出品作数に応じて、県出

品作品を選ぶ） 
⚫ 各区分ごとに３割の入選作品を選ぶ 
⚫ 入選に選ばれなかった各校より出されたものは佳作とする。 
 



⑨読書感想文集の作成について 
読書感想文集が次年度の感想文を書く児童の参考になるように、また書いた児童が満足感をもててるように単に

感想文を掲載するのではなく、感想文ごとのよさを講評として記載して感想文集を作成します。 
 
（４） 夏期研修について 
 現在、各校より夏季研修の申し込みをいただいております。教育相談、不登校対応、ICT活用の研修において講
師の先生方をお招きしての講演や郡内の先進的な取組をしてみえる先生方、郡教育研究員の先生方にご尽力いただ
き、揖斐郡の教職員の指導力や資質が向上することを願って研修を行います。研修Ⅰについてはオンラインで校内
研修として実施いただく学校もあります。研修に参加される先生方におかれましては研修でまなんだことを在勤校
の先生方に広げていただきすようよろしくお願い致します。 
 

研修の種別 研修の内容 

夏季研修Ⅰ 
教育相談・ 
特支研修 
 
８月２日（火） 
１４：００ 

～１６：００ 
 
会場 
池田町役場会議室 
 

集合型 
各校１人参加 
  ＋ 
オンラインライ
ブ配信研修 

【個に応じた指導について学ぶ研修】 
＜テーマ＞個に応じた支援において大切にすること、それぞれの立場でできること 
※講演やシンポジウムにより研修参加者が自分の指導を見つめ、自分のできることを考え

る。 
＜第１部＞教育相談・特別支援教育に関する講話 （４５分） 

臨床心理士 井上先生講話 
     講演テーマは現在検討中 

＜第２部＞ 個のニーズに応じた指導をテーマにしたシンポジウム 
（３０分） 司会進行：福田主幹 
※第１部の講話と関わりのある内容 

臨床心理士 井上修一先生  八幡小学校 中島美鈴先生 
 中 小学校 片倉陽子先生  ほほえみ相談員 福田恭子相談員 
※講話の演題及びシンポジウムのテーマは後日連絡します。 
※オンラインに参加するためのリンクは申し込み後、各校に連絡します。 

（時間は集合型研修と同じ 13:30～13:55に入室してください） 
※大野町教育相談担当職員研修を兼ねる。（オンラインで受講） 

夏季研修Ⅱ 
不登校対応 
研修 
 
８月２日（火） 
１０：００ 

～１１：３０ 
 

会場：はなもも 
 １F多目的室（１） 
 
各校３人参加 
※各校最大５名 
まで可 

【不登校対応先進校の優れた実践に学ぶ研修】 
  ＜テーマ＞ 「一人一人が夢をもって生き生きと輝くために」 
※将来の夢の実現や自立を目指し、先進的で優れた不登校対応や個に応じた指導に取り組んで
いる西濃学園の実践に学び、学級経営や個別指導に活かしてい
く。 
  講話①・講話②（各３０分ずつ）＋質疑応答（１５分）   
講話①西濃学園高等学校 教頭 北浦 理 様 

・西濃学園の建学の精神、日々の指導で大切にしていること、 
不登校児童の心に寄り添うこと、生き方指導等について 

・少人数教育の中で生徒一人ひとりの学習レベルに応じた個別の 
対応や進路指導について 

講話②西濃学園 スクールカウンセラー 太田宣子 様 
・臨床部が主体となった一人一人へのカウンセリング、子どもを理解するため 
に、教師の共通理解を図るために 

・西濃学園で行われている専門家を招いての研修や臨床心理の知見にもとづく指導について 

夏季研修Ⅲ 
ICT活用研修 
 
８月３日（水） 
１０：００ 

～１１：３０ 
 

会場：各町会場 
揖斐川中 
大野小 
池田中 
会場校パソコン室。 
 
各校２名参加 

【授業や実践で ICT活用】 
＜テーマ＞各町の ICT環境の実態に応じた授業や実践で活用できる ICT活用能力を身につける。
町別に研修を行い、実技研修は、事前アンケートをもとに、先生方のニーズに応える形で行う。 
＜Ⅰ 全体会＞ リモート（Ｔｅａｍｓ）で行う。（担当：センター主幹） 
  ※郡センターより事前に全体会の会議室へ入室するリンクを送付 
⚫ 本日の ICT活用研修の目的について（センター主幹） 
⚫ 各町教育研究員の話 各町ごとの ICT研修の内容とねらいについて 
＜Ⅱ 各町ごとの研修会＞ 担当 郡教育研究員 
⚫ 各町の研修内容の確認とねらいについて（各町教育研究員） 
⚫ 教育研究員の実践に学ぶ研修及び ICTに関する実技研修 
⚫ 各町担当研修部校長先生のご指導 
⚫ アンケートの記入 
※町ごとの ICT研修会は教育研修員の実践発表に学ぶ研修及び ICTに関する研修を予定 
※町ごとに ICT環境が異なるため、研修内容は町ごとに異なります。 
※町別の具体的な研修内容は研修に参加していたく先生方にアンケートを実施し、それをもと
に決定し、後日具体的な内容について連絡します。 

※研修にされる先生が決まりましたらセンターよりアンケートを送付しますので回答していた
だいて返送してください。 

 


